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有効分配係数 

  

回分融液晶析装置（微分晶析装置）の一例として、右図の Normal 

Freezing装置を考える。Normal Freezingは、単蒸留に相当し、広義

の Zone Meltingに相当する。複数の成分が溶融した融液を管型装置

内に仕込み、一定の速度で冷却機中へ降下させてゆく。装置内の融

液は、下端より固化されてゆく。固化が進み、融液が L0 [kg]から

L1 [kg]まで減少したときの固化分率 β [－]は、次式で定義される。 
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右下図において、ある時間における溶質の物質収支式を立て、これ

を整理すると、回分晶析に関する Layleigh式を得る。 
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ただし、wL0 は液相中に含まれる溶質の初期重量組成[－]、wLはある時

間における液相側の溶質分率[－]、wSはある時間における固相側の溶質

組成[－]。 

式(1)を変形すると、次式の通りとなる。 
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式(9)を式(7)の左辺に代入すると、式(7)は次式の通りとなる。 
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ここで、回分融液晶析における不純物基準の分配係数 k [－]は、次式で表される。 

L

S

1
1

w
wk  …(11) 

式(11)を wSについて整理すると、次式の通りとなる。 
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Arkenbout, G.J.,; Melt Crystallization 
Technology(1995), p.124を基に作成 
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式(13)を式(10)の右辺に代入して積分計算を行うと、固化分率を関数とする固相側不純物(1－wS)の濃度分

布式を得る。 
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式(24)は、βまで固化が進んだときの、固相側に含まれる不純物組成(1－ws)を与える。この式は、固液

平衡と完全混合を仮定した上で成り立つが、回分操作の場合、固相と液相の組成が非定常で変化するた

め、有限の時間内において、真の固液平衡には達していない。また、不純物は、固相の中心部に集まり

やすいことが知られており、固液界面近傍の融液を厳密に完全混合することは難しい。実用上は、みか

けの分配係数に相当する有効分配係数 keffを用いる。 
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ただし、wL,avは液相中に含まれる溶質の平均重量組成[－]。 

式(25)において、ln(1－wS)対 ln(1－β)をグラフ上に点綴することで、傾きまたは切片より keffを実験的に

求めることができる。 
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